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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 下記の車両ナンバーに心当たりの方は庶務まで連絡して下さい。各自メールを確認して下さい。

· 月末の病棟担当業務の進捗状況を各自担当者は入力していきましょう。

· 心理チームで北病棟のSSTの④⑤グループを学術の研修対象として行う事になっています。

基本訓練モデルに沿ったもので進行していく予定です。8月上旬から開始していく予定で、詳しい内容は下記の通りになります。

1 スタッフへのアンケート調査を実施。

2 SSTの見学し評価。
3 課題の実施とフィードバック。
4 勉強会を2回実施(ロールプレイを交えて)。
5 ９月中旬～10月中旬心理技術員SSTに参加し実施。

6 アンケート。　　フォローアップ(金)

＜患者様連絡事項＞

· 菊池　明子様～昨日、青山荘を見学しています。本人も以前よりは、知り合いもいて余裕を

持って見学されています。今後はデイケア等の見学も取り入れていくよう担当スタッフは計画を立てていきましょう。来週、須々田さんが来棟する予定ですので、質問があるか本人に確認して下さい。

本日、兄様と12:00～15：30までランチ外出されています。帰院後の表情・発言内容、気分変動など等確認していきましょう。また、朝起きれるか、食事は食べれているか、睡眠はどうかの観察をしていきましょう。

· 五日市　規様～本日11：00に、二戸市長選の期日前投票を終了しています。

· 木村　梅子様～医療費未納となっています。面会に来られた際には医事に連絡して下さい。

　　　　　　　　 今後の対処方法については、医事チームとソーシャルワーカーで相談し、弟様

                 に連絡を取っていくこととしています。未納であれば直接本人の通帳への入金

へ切り替えていく予定でしたが、決定していない為、8/1（月）に主治医へ報告できる様にソーシャルワーカーへは依頼しています。

· 川村　敏也様～スタッフの勤務の都合により、訪問看護延期となっています。8月から再度

計画を立て直し1ヶ月間退院までの支援を実施していきましょう。

＜皮膚科診察＞

· 伊藤　雄一様～両足ケルガー軟膏塗布していますが今後は爪も追加になっています。

· 古川　富蔵様～ベンチ腫の切削をしています。切削箇所が小さくなったので今後、皮膚状態

の観察をしていき、悪化があればスピール膏貼布していきましょう。

· 木村　義重様～ベンチ腫の切削をしています。切削箇所が小さくなったので今後、皮膚状態

の観察をしていき、悪化があればスピール膏貼布していきましょう。

＜服薬自己管理状況･評価改善案＞

· 稲垣　恵利子様～本日朝食後薬声掛けにて服用されています。今後も引き続き、飲み忘れ・

　チェック忘れのないようにしていきましょう。

· 田名部　浩平様・大釜　知万様～一日での服薬管理を問題なく行っています。今後主治医に

　　　　　　　　　　　　　　　　　相談し、ステップアップを行っていきましょう。

· 川村　敏也様～問題なく服薬管理を行っています。引き続き、飲み忘れ・チェック忘れのな

　いよう関わっていきましょう。

＜地域復帰支援検討会＞

· 2回目以降なので今後は、何か問題のある方から優先順位を立てて行っていきます。

田名部様⇒大釜様⇒稲垣様

・地域復帰支援検討会の一週間前に症例検討会を実施。

· 2回目の書式に入力していく。前回の問題点に対しどうなのか･改善できたら次ぎのケアプラ

ンを作成し多角的に検討していきましょう。

＜今年度病棟目標確認＞

・一人ひとりが専門スタッフである事を認識し、患者様と積極的に関わりを持ち、看護計画立案、実施、修正を活発に行う。

→各担当で看護計画の見直し、修正を適宜行っています。新しく立案した看護計画等はスタッフ全員が把握出来るように周知しましょう。また、多角的視点から実施、評価、修正が出来る為、カンファレンス内で報告をして行きましょう。

・受け持ち患者様のご家族と定期的に連絡を取り、信頼を得られるよう努め、疾病教育を行い、患者様への理解を深めて行く。

→現在、暑中見舞いや盆の外出、外泊の確認の為、連絡を取る事が出来ています。病棟内での音信不通な家族はいません。今後は疾病教育の実施が開始されますので、面会時などに時間を都合して頂き、取り組んで行きましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス＞

・平　勝利様～　時折、ラジオの音量が高い時が見られ、他患者様より不満聞かれる事あります。ラジオを2つ出して両方音を出している事がある為、兄様へ１つ返す事を提案すると怒り、拒否した為、１つは片付けるように促していきましょう。また、ラジオは基本的にイヤホンで聞いていくように指導していきましょう。

＜安ヶ平Dr診察＞

・小笠原　禮子様～右足第1趾に鶏眼があり、スピール膏（皮膚軟化剤）が処方となっています。8/2（火）に貼付するようにして下さい。

・大上　なみ様～主治医診察時、脱肛診察を行い、7/29（金）朝食後より脱肛治療内服薬のサーカネッテン6T　3×ndE/5T（痔疾用剤）が臨時処方となりました。以後、定期薬処方となります。患部の疼痛の有無と状態確認をして行きましょう。

・川村　敏也様～主治医より退院について問われ、自己服薬開始についてスムーズに行えている事を話されています。また、疾病教育も取り組んでいる事を自ら伝えています。単身生活への不安について聞かれると「不安はない。早く退院したい」と話されています。また、「訪問看護は2週間に1回で良いです」とも話されています。退院後に必要な支援の重要性を理解して頂く為、都度説明をして行きましょう。






















